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当時の家

是非、お気軽にご参加

ください。

お掘調査速報

千葉県の北西部にある千葉ニュータウ

ンは、今新しい街づくりがどんどん進ん

の跡が見つかっていることから、当時の

でいるところです。その中心となる印西

ムラの一部であったことがわかります。

ここは、いわば古代のニュータウン C

見つかった平安時代の家のやけ跡

市の南部に船尾白幡遺跡があります。 まり、昔から人が生活するにふさわしい

現在発掘調査中ですが、今までに弥生 場所だ、ったと言えます。

時代や平安時代の家の跡などが多く見つ 遺跡の調査中に写真のような焼けた土

かっています。 や炭が埋まった平安時代の家の跡が見っ

千葉ニュータウン関係の発掘調査が進 かりました。これは、屋根を支える材料

むにつれ、この地域の昔の様子が少しず などが焼け落ちたものです。火事のため

つわかってきました。それによると、こ なのか、あるいは51っ越しの時の片づけで、

の船尾白幡遺跡、と近くにある鳴神山遺跡 家を焼いたのかも知れませんD

には平安時代の初めころ(約1，200年前)に の造り方を知る手がかりになります。

人が住み始めたようです。家や倉庫など この遺跡で、 8月31日に「来て!見て!

歩く!歴史の散歩道一船尾白幡遺跡見学
船尾白幡遺跡

会 -Jというテーマで遺跡の見学会を行

いました。近くからはもちろん、県内各

地から 250人あまりの方が見学にみえま

した。全長 800mの見学コースを自由に

回り、調査中の弥生時代や平安時代の家

の様子を見学しました。

出土品コーナーでは、「くるる鍵」とい

う錠を開ける鉄製品の使い方(これにつ

いては、 (Q&A]に詳しい説明がありま

す)や、塁で、文字の書かれた土器につい

船尾白幡遺跡見学会の様子

ての質問が多くありました。

=1=の千葉県文化財センターでは、発掘 11

遺跡、の見学会を年に数回開いております。

支蔵遺物コーナー

縄文土器というと、縄文や線の文様、立体的な装飾が施さ く、きちんとした文様が付けられている点に特徴があります。

れた土器を思い浮かべます。文様のおもしろさとともに、縄 縄文土器の形は、深い鉢や斐が主流です。煮炊きのために、

文土器には様々な形をした土器が見られます。 水を入れ炉にかけるのに適した形をしていたからです。時代

今回紹介する遺物は、県道松戸野田線の道路沿いにある流 が新しくなると椀や査など種類が増えてきます。縄文時代も

山市の上貝塚貝塚という縄文後期の貝塚を調査中に、地面に

掘られた穴の浅いところから出土した舟の形をした楕円形の

後期・晩期は変わった形の土器のオンパレードで、例えば口

の二つ付いた土器、急須の形をした土器、台の付いた士器、
在三口 

椀形の土器です。全体の 3分の lほどが欠けていますが、復 香炉のような形をした士器等々数多くみられます。これらの

元すると長さ 30cm近くの大きさになります。文様の特徴か 特殊な士器の存在は、煮炊き専用から、お酒のような液体を

ら見て今から 4，000年ほど前の縄文時代後期のものと思われ 入れたり、現在ではわからないような使用法が加わったこと

ます。保存する区域の調査でしたので、全部掘ってしまわず を示しています。この時期には、土偶や耳飾りなどの土製品

にどのような遺構があるのかを確認するだけでしたから、穴 が車富に見られ、まじないや祈りが生活のなかで、重要で・あっ

の形やどのような事情でこの場所に残されたのかはわかりま たことが考えられます。 )ij-J診土器もそうした生活の中で作ら

せん。 れた土器で、まじないや祈りに使われたと想像されます。

一般的な土器は上から見ると円形ですが、この土器は指円

形になっています。県内での出土例には、千葉県の中野僧御
千葉県内の最新出土考古資料の大集合展「地中からのメッセージ」開催中

堂遺跡、内野第 l遺跡等がありますが、この舟形土器は大き 沼南町石揚遺跡出土旧石器時代石器他 21遺跡約850点展示

6遺跡今昔物語@


千葉県を代表する湖沼に印膳沼と手賀沼があります。

かつて、それぞれの沼は今よりもす、っと大きく、魚や貝

などの良い漁場であり、舟を使つての人や物の交通路で

もありました。海水面の高かった縄文時代の前期には、

太平洋から海水が入り込む内海だったこともあります。

印揺沼と手賀沼の周辺は千葉県でも遺跡の集中する地域

の一つです。

水と緑に恵まれた手賀沼の|まとりに、少年たちが自然に

ふれ、集団生活を学ぶ「千葉県立手賀のE少年自然の家J

が建設されました。このとき、調査されたのが沼南町石

揚遺跡です。調査の結果、|日石器時代から古墳時代にか

けての生活の跡が見つかりました。時代によってはムラ

として利用されたり、墓地だ、ったりしています。旧石器

時代に長野県から運ばれてきた黒曜石を材料に石器が作

られた跡、方形周溝墓といわれる正方形に溝がめぐる弥

生時代の末ころのお墓芯どが見つかっています。

今、 「手賀のE少年自然の家」では、多くの小中学生

が、昔の人々と同じ場所でキャンプ生活を楽しみ、自然

の恵みにふれ、集団生活の大切さを体験しています。

人がくらしを始め、

石器作りが行われ、石器のまとまりが 

21か所残される

早期 (約9 ，000年~6 ，500年前)

員、設の縁で文様を付けた土器が流行す

る

家が4軒つくられる


品宍という調理用の炉が39墓、


落とし穴21基がつく 5れる


前晶 (約 6， 500年~5.000年前)
縄文で飾られ、植物の議維を混ぜた士

で焼かれた土器が流行する


家が21軒つくられる

ち陥当官  Eヨー
中期~後期 (約5.000年~3，000年前)

貯蔵用・墓用の穴(土坑)力'¥69基つく

られる


家が2軒つくられる


融商 (約3 ，000年~2 ，000年前)
ほとんど人が生活し芯くなる

逗崩 (紀元2世紀~3世紀)
芳影尾言語曇というお墓が5塞つくられる

箭崩 (紀元3世紀後半~4世紀)
家が5軒つくられる

市議 (紀元5世紀)

家が21軒つくられる

後期 (紀元6世紀)

方形の古墳が 1基つくられる

誰も住まなくなる

発掘調査が行われる

県立手賀の丘少年自然の家オープン 
227，000mの戴地に映像ホール・プラ

ネタリウム 

300名の宿泊施設・キャンブ場など

県市町村の図書館などで見るととがで

きる、発掘調査報告書刊行される






